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3月下旬　4．上　　4．中 4・‾F　　5・上　3．下　　4．上　　4．中　　4．下　　5．上

第5図　収

4　ま　　と　　め

以上の結果により，春系キュウリの定植後夜温管理

は，当初15℃を目標にして初期生育を促して早期収

．巨L
h

量を増し，10節ころの雌花開花時から10℃を目標

に管理して栄養生長過多になるのを抑え上物生産を高

めることが望ましい。

ハウスキュウリ液肥施用について

高橋良治・小野公二・小原房雄
（岩手県園芸試験場）

1　ま　え　が　き

最近東北地方において，ハウス栽培面積が年々増加

している。‾しかし，ハウスの大型化に伴い管理作業の

省力化の要請が強くなっている。ハウス栽培における

施肥の省力化を図り，土壌の悪化防止にも有効な液肥

2　試　験　方　法

1）耕　種　概　要

の施用方法について検討した。ハウスキュウリに対し

昭和44～47年にわたり試験を実施した結果，元把

を堆肥のみとし，液肥を施用した区及び元肥を堆肥と

化成肥料とし，追肥に削巴を施用した区が，化成肥料

で追肥した慣行区と同等またはそれ以上の収量が得ら

れ，液肥施用が有効な手段と認められた。

播　 種　 期 定　 植　 期 畦　　　 幅 株　　　 間

2 月 1 2 日 5 月 2 5 日 1 2 0 のⅥ 1 0 0 m 2

〝 ′／ 〝 8 0 と澗 2
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2）供　試　条　件

施　肥　量（10a当り桓）

　　 項 目

試 験 区

元　　　　　　 肥 追　　　　　 肥 合　　　 計

肥　　 料　　 名
N P 2 0 5 K 2 口 N P 2 0 5 K 2 0 Ⅳ p 2 0 5 K 2 0

① 液 肥 施 用 （15 ） 5 0 15 2 4 5 0 5 0 5 0 住 友 液 肥 2 号 （10 －5 －8 ）

握） 無 堆 肥　液 肥 施 用
（15 ） 5 0 1 5 2 4 ′／ ／′ 〝 同　　　　　　　 上

③ 元 肥 化 成　＋追 肥 液 肥
15 ＋ （2） 17 ＋ （5．5 ） 12 15 7 5 12 〝 〝 〝

硫 加 憐 安 12 号 （15 －17 －1 2）

一住 友 液 肥 2 号 （10 －5 －8 ）

④ 元 肥 化 成　＋ 追 肥 化 成

（標 準 ）

15 ＋ （2 ） 1 7＋ （12） 1 2 12 ＋ （5） 1．0 12 〝 〝 〝

成 加 憐 安 12 号 （15 －17 －12 ）

尿 素 複 合 憐 加 安 V 2 5 号

（25 －2－25 ）， 硫 安 （Ⅳ－2 1）

各区とも炭カル200毎，堆肥②以外は5t施用。元肥（）内は硫安，過石，塩加で補正。

追　肥　時　期

4　　 月 5　 月　 】　　 8　 月

5 日，15 日，25 日 5 日， 15 日，20 日，25 日 5 日，10 日，15 日，20 日，25 日 5 日，10 日，25 日

5 日 5 日，　　 2 0 日 5 日，　　 15 日，20 日 5 日，10 日

15 日 5 日　　　　　　　　 25 日 15 日 10 日　 」

試　験　　区

①液　肥　施　用
無堆肥液肥施用

③歪雷諜品苗
④歪月欝イ先篭孟

1回かん水量5m相当とし，液肥は250－270培施用。液肥使用区以外も同じかん水量とした。

5）供　試　品　種　　夏埼落5号

5　試　験　結　果

第1蓑　収　量（10抹当り平均）

　　　 項　 目

試 験 区

良　　 果 曲　　 果 く　 ず　 果 良 果 ＋ 曲 果 く ず

果 率

a 当 り

収 量
収 量 比

個 数 重 量 個 数 重 量 個 数 重 量 個 数 重 量

① 液　 肥　 施　 用

44 年 1 1占

　 吻

14．2 2 9 0

毎

5 7 占 9 （5

毎

12 ．5 4 0 （～

毎

5 1，8

％

1鼠 1

　 ね

8d 2．8

　 ％

18 5．2

4 5　〝 25 1 5 0．4 2 7 5 2 9 0 5 2 8．5 5 2 4 5 R 4 R D 9 9 0．0 8 R 9

4（i 〝 d d ス4 12 4 14．5 2 1 2．1 19 0 2 2．0 10．0 6 10．5 9 8 ．1

4 7　〝 21 0 2 5．2 1 0 7 1 1．9 9 8 1 1．0 5 1 7 5 5．1 2 5．8 9 74．8 9 鼠8

平　 均 18 0．8 18．8 19 8．5 2 5．5 8 8．8 8．5 5 5 R D 4 2．1 15．7 8 5 9 4 10（～．7

② 無　 堆　 肥　液 肥 施 用

44 年 12 4 1よる 25 8 5 5．0 8 1 10．2 5 8 2 上知．1 15．1 8 5 4．5 1 5鼠9

4 5　〝 25 4 26．5 2 5 1 2 8．4 7 2 1 1．4 4 d 2 5 2．8 15．4 8 8 0．8 8 0．0

4 8　〝 5 7 占．2 9 5 1 1．5 2 0 2．0 15 0 1ス5 1 1．8 4 8 6．1 7 8．1

4 7　〝 － － － － － －－ － －－ － －－ －－
平　 均 158．5 18．4 19 4．0 2 5．4 5 1．0 ス9 5 5 1．5 4 0．1 15．5 7 55．d 9 8．0

③ 元 肥 化 成　＋追 肥 液 肥 施 用

44 年 10 4 1 5．0 2 5 0 1R d 5 4 7 7 5 5 4 4 0．2 15．9 8 7 0．5 12 8．4

4 5　〝 24 1 2鼠 0 2 4 4 2 7 2 7 9 14．0 4 8 5 5 6．5 14．0 9 5 7 8 8 5．2

4 8　〝 8 2 8 ．5 1 5 占 18．4 2 7 2．8 2 18 24．7 1 1．0 8 8 8．d 9 0，8

4 7　〝 18 9 2 1．5 1 5 5 15．7 15 1 1．8 5 2 2 5 7 8 5 1．9 10 2 7 8 10 5．2

平　 均 15 4．0 17 9 18 5．8 1R 8 7 ヱ8 ム‘ SS R 8 5 9 ° 18．° 85 0．7 1 05．1

④ 元 肥 化 成　＋ 追 肥 化 成 施 用

44 年 98 1 1．7 17 0 19 d 5 0 8．5 2占8 5 1．5 15．7 5 2 2．2 1 0 0

4 5　〝 25 6 5 1．1 2 9 4 5 5．0 7 4 15．9 5 5 0 d d．1 12．5 1 10 1，1 10 0

4°　〝 8 4 Z D 1 2 8 15．4 2 1 5．0 19 0 2 2．4 10．0 d 22 ．5 1 0 0

4 7　〝 20 2 2 1．9 1 28 15．2 10 7 12．2 5 2 1 5 5．2 24．9 9 78．° 1〔】□

平　 均 150．0 1 7 9 17 7 5 2 0．8 8 5．8 8．9 5 2ス5 5 8．7 1（～．5 8 0 5．8 1 D O

注．収穫期問は44－46年は5月上旬～7月下旬。47年は4月下旬～7月下旬。
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第1図　年次別収量（良果＋曲果・a当り）

1）良果及び曲果

①液肥施用区及び③元肥化成＋追肥液肥施用区は，

④元肥化成＋追肥化成施用（標準）と同等あるいはこ

れを上回る収量であった。

②無堆肥液肥施用区は，2年以降の収量はかなり減

収となる幌向が見られ，47年においてはこの区を中

止した。

47年は別棟ハウスで実施したものであるが，①液

肥施用区及び③元肥化成＋追肥液肥施用区が，④元肥

化成＋追肥化成施用（標準）区と同等あるいは上回る

傾向が見られた。

2）くず果

年次別の差は見られるが，収量の多いものほどくず

黒が多かった。

また，くず果の発生量は各区とも生育の後期に多く，

生育の旺盛な時期はほとんど見られなかった。

4　む　　す　　び

②無堆肥液肥施用区は，2年以降の収量はかなり減

収することから，有機質の必要性が判然とした。

①液肥施用区及び③元肥化成＋追肥液肥施用区は，

④元肥化成＋追肥化成施用（標準）区と同等あるいは

上回る収量であることから，液肥の施用が効果的であ

る。

追肥は10a当り化成肥料では1回の所要時間約2

時間を要するが，液肥施用の場合は，かん水と同時に

行い約20分間で施用できる。したがって液肥利用に

より施肥作業の省力化が期待できる。

また，生育状況による施肥量の調節，土壌の悪化防

止の面からも有利性がある。

エスレル散布によるハウス抑制トマトの着色促進試験

佐藤三郎・逸見俊五・小川　光
（福島県園芸試験場いわき支場）

1　ま　え　が　き

ハウス抑制栽培では収穫期の後半が低温になり，暖

房機を用いて加温する場合も経済性を考慮してやや低

目に温度調整するのが普通であり，トマトでは着色が

なかなか進まないのが実際の状態である。本試験はェ

スレルの散布によって抑制トマトの着色促進の可否を

2年間にわたって検討し若干の結果を得たのでここに

報告する。なお本試験を行うにあたり日本植物調節剤

研究会及び2．4－D協議会に感謝する。

2　試　験　方　法

1　供試品種　豊禄

2　処理方法

（1）1971年は次の2処理を行った。

ア　果実の肥大が終わった時に花房ごとに所定濃度

（200，500ppm）の水溶液を散布した。

イ　収穫打ち切り2週間前に株全体に収定濃度（500

ppm）の水溶液を散布した。

処理月日はアの場合第1花房は9月15日，第2花


